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この取扱説明書は、必ずご使用

される方にお渡しください。 

 お 願 い  

このたびは、エバラSMCU型消音ボックス付ラインファンをお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。当社では、

この製品を安心してご使用いただけますよう細心の注意をはらって製作しておりますが、その取扱いを誤りますと思わぬ事故を

引き起こすこともありますので、この取扱説明書に従い、正しくご使用くださいますようお願いいたします。 

なお、この説明書はお使いになる方がいつでも見ることのできる場所に必ず保管してください。 

本取扱説明書に記載した製品及び技術情報については、外国為替及び外国貿易法に定められた貨物や役務に該当する場

合があります。本製品を輸出する場合及び本取扱説明書に掲載した技術情報の国外への持ち出し、または国内外で提供

する場合、経済産業大臣の許可が必要になる場合がありますのでご注意ください。 

 設備工事を行う皆様へ  

この取扱説明書は、ファンの操作・保守・点検を行うお客様に必ずお渡しください。 
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１ 警告表示について  

ここに示した注意事項は、大風量型ＳＭＣＵ型消音ボックス付ラインファンを安全にお使い頂き、あなたや

他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の

程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じることが想定される内容を「警告」「注意」に区別して

います。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 
 

 警告 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態が生じる

ことが想定される場合に使用します。 

 注意 
取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか又は物的損害のみが発生する

危険の状態が生じることが想定される場合に使用します。 

注 記 特に注意を促したり、強調したい情報について使用します。 

［図記号の説明］ 
 禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、記号の近くに絵や文章で指示します。

  強制（必ずすること）を示します。 

具体的な強制内容は、記号の近くに絵や文章で指示します。
 
 

２ 安 全 上 の ご 注 意  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

警告 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気設備技術基準、内線規程、建築基準法および適用する法規

に従って正しく施工してください。 
 

吊り上げる前に外形図、カタログなどから質量および形状を確

認し安全に作業をしてください。 
 

天井吊り以外では、吊上げ状態での使用および部品の取付け作

業は危険ですので絶対に行わないでください。落下の危険があ

ります。 

 

高所作業を行う場合は、足場を準備してください。不安定な作

業は、落下しけがの原因になります。 
 

ファンやダクトの吸込み口・吐出し口の近くには物を置かないでく

ださい。送風量が低下し、換気不足による酸欠の原因になります。 
 

ファンやダクトの吸込み口は、紙や布などが吸込まれやすい位

置に設置しないてください。吸込み口に布や紙が付着すると送

風量が低下し換気不足による酸欠の原因になります。 

 

配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って、正しく行って

ください。誤った配線工事は、感電や火災の恐れがあります。 
 

ア－ス線を確実に取り付け、接地工事は必ず行ってください。

故障や漏電のときに感電する恐れがあります。 
 

感電防止のため、専用の漏電遮断器を設置してください。  

メタルラス、ワイヤラス、または金属板張りの木造造営物に金

属製ダクトを貫通する場合、メタルラス、ワイヤラス、金属板

とダクトは電気的に絶縁してください。感電・漏電による火災

の原因になります。 
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警告 

電動機の配線前に絶縁抵抗計（DC500Vメガ－）を用いて絶縁抵

抗を測定して、電動機リ－ド線とア－ス間が１ＭΩ以上あるこ

とを確認してから配線を行ってください。 

 

 

ファンの吸込み口に近づかないでください。衣服などが吸込ま

れてけがの原因となります。 

 

 

ファンの吸込み口・吐出し口から指や棒などを入れないでくだ

さい。また衣服などが巻き込まれないようにしてください。内

部で羽根車が回っていますのでけがの原因になります。 

 

 

ファンの吸込み口・吐出し口付近には物を置かないでくださ

い。また運転中は、近づかないでください。吸込まれたり、飛

ばされたりして、けがの原因になります。 

 

開放の吸込み口には、保護金網をつけてください。運転時、人

や物が吸込まれ、けがの原因になります。 
 

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、修理・改造は行わ

ないでください。感電・発火または異常動作してけがをするこ

とがあります。 

 

頻繁な始動停止はさけてください。羽根車等の早期破損により

重大な事故につながる恐れがあります。また、ベルト・プー

リ・軸受及び電動機等回転体の早期摩耗、劣化の恐れがありま

す。 

 

点検・修理の際は必ずスイッチを切るとともに、電源をしゃ断

し羽根車が停止していることを確かめてから行ってください。

急にファンが始動したり、惰性や風を受けて回転していること

があり、けがをすることがあります。 

 

停電の場合は必ず電源のスイッチを切ってください。通電の時

にファンが急に始動し、けがの原因になることがあります。 
 

長期間ご使用にならない場合は、電源スイッチを切ってくださ

い。絶縁劣化すると感電・漏電・火災の原因になります。 
 

 

注意 

50Hz仕様のファンを60Hzで運転しないでください。過負荷と

なり、電動機が焼損します。 

60Hz仕様のファンを50Hzで運転しないでください。ファンの

性能が低下します。 

 

標準品をお買い上げのお客様は標準仕様の欄をご参照くださ

い。お客様のご希望により、特殊仕様として仕様変更したもの

もあります。仕様から外れた範囲では、使用しないでくださ

い。 

 

このファンは、防爆構造ではありません。爆発性・引火性およ

び腐食性のガスや粉塵の給排気に使用しないでください。ま

た、この雰囲気にファンを設置しないでください。火災の原因

になります。 

 

食品関連の気体輸送には使用しないでください。  

生き物の設備に使用する場合は予備機を必ず準備してください。

ファン故障により酸欠・温度上昇などのおそれがあります。 
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注意 

重要設備（コンピュ－タ－冷却設備・クリ－ンル－ム設備な

ど）に使用する場合は予備機を必ず準備してください。ファン

故障により設備に重大な影響を与えるおそれがあります。 

 

ファン製造時の切削油、プレス油、ゴムの離型剤、異物などが

扱い気体に混入しますので設備によっては十分清掃を行い、異

物がないことを確認後ご使用ください。 

 

定格電源電圧以外では、使用しないでください。電動機の寿命

が短くなることがあります。また火災や感電の原因になること

があります。 

 

このファンは屋内仕様です。ファン本体や電動機に水をかけな

いでください。感電や火災の原因になります。 
 

油煙の多い所には設置しないでください。火災の原因になるこ

とがあります。 
 

常に水滴などがかかる所には設置しないでください。感電や漏

電の原因になります。 
 

外気などの新鮮な空気の取り入れに使用する場合はダクトの吸

込み口から燃焼ガスなどを吸込まない位置に設置してくださ

い。酸欠状態となり重大な事故の原因になります。 

 

高温や直接炎などが当たる場所には設置しないでください。発

熱・発火の原因になることがあります。 
 

正規の回転方向であることを確認してください。誤った方向で

あると、火災や事故の原因になります。 
 

三相電動機の場合、電動機端子３本が１本でもゆるんだり外れ

たりしていないか確認してください。端子２本で運転すると欠

相運転となり、電動機が焼損します。 

 

電源電線は、途中で接続したり延長コ－ドの使用・他の電気器

具とのタコ足配線をしないでください。感電や発熱・火災の原

因になります。 

 

電源電線は、破損したものを使用したり、加工しないでくださ

い。感電・火災の原因になります。また重たい物を乗せたり、

加熱したり、引っ張ったりすると破損の原因になります。 

 

電動機は定格を超える負荷をかけると電動機を焼損させる原因

になりますので、銘板の定格電流にあったモータブレーカーな

どを設置してください。 

 

送風機の場合は、機器の慣性モ－メントが、一般の回転機械と

比べ大きい場合がありますので、電動機の始動特性と始動時間

を考慮して、保護装置を選定してください。始動時に保護装置

が動作する場合があります。 

 

電動機に触れないでください。高温になっていますのでやけど

の原因になります。 
 

取扱い気体が高温の場合はファンに触れないでください。高温

になっていますのでやけどの原因になります。 
 

ファンが動かなくなったり、異常がある場合は、事故防止のた

め、すぐ電源スイッチを切り、ご注文先、または当社に必ず点

検・修理をご依頼ください。 
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注意 

濡れた手でスイッチを操作しないでください。感電の原因にな

ることがあります。 
 

ファン内部と羽根車にダストが溜まると送風量が低下し換気不足

や酸欠の原因になります。また、発熱・発火の原因となることが

あります。溜まらないように定期的に清掃をしてください。 

 

点検時や施工時には手袋やヘルメットなどの保護具を着用して

ください。けがの原因になります。 
 

点検修理を考慮した天井点検口を設けられない場所には、ファ

ンを設置しないでください。点検口がない場合、点検作業がで

きないばかりでなく、火災や事故の被害が大きくなります。 

 

 

３ は じ め に  

ファンがお手元に届きましたら、すぐ下記の点について調べてください。 

１．ファンと附属品の確認 

（１）輸送中の事故で破損箇所はないか、ボルトやナットがゆるんでいないかどうか、確認してください。 

（２）附属品が全てそろっているかどうか、確認してください。 

（標準附属品は、９ 構造の項を参照してください。） 

２．銘板の確認 

銘板には、このファンの基本的な仕様が記載されています。注文どおりのものかどうか、銘板を見て確

認してください。特に50Hz用と60Hz用の区別に注意してください。 

 

注意 

50Hz仕様のファンを60Hzで運転しないでください。過負荷と

なり、電動機が焼損します。 

60Hz仕様のファンを50Hzで運転しないでください。ファンの

性能が低下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図は、標準在庫品の場合の例です。 

                図１  銘板記載事項例 

 表題（エバラファン）

機名 EBARA FAN 製造番号

風量 MODEL SPE ED ファン回転数

静圧 CA P . m
3
/ m i n

P R E SS. Pa

相       PH ASE IN D U C T IO N  M O T O R

出力 電動機仕様

INS .C L AS S
回転数 L .S .
（電動機定格値） O .S .
軸受型式
L.S.　負荷側

O.S.　反負荷側 定格電流

電気用品安全法対象機種の場合 絶縁階級
の表示欄 FLO W  D IREC T IO N
（電圧・消費電力・周波数等の表示）

風方向

S ER .No

A

m in - 1

BEAR ING S

EBARA CORPRATION TOKYO JAPAN

m i n
- 1

ファン回転速度 

回転速度 

機名 

MADE IN CHINA 
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４ 製  品  仕  様  

お買い上げ頂きましたファンの風量（CAP.）、回転速度（SPEED）などの性能ならびに電動機の電圧、電流

などの仕様は銘板をご参照ください。その他の仕様を次の表に示します。 

   

注意 

標準品をお買い上げのお客様は標準仕様の欄をご参照くださ

い。お客様のご希望により、特殊仕様として変更したものも

あります。仕様から外れた範囲では、ご使用にならないよう

お願いいたします。 

 

このファンは、防爆構造ではありません。爆発性・引火性お

よび腐食性のガスや粉塵の給排気に使用しないでください。

また、この雰囲気にファンを設置しないでください。火災の

原因になります。 

 

食品関連の気体輸送には使用しないでください。 
 

生き物の設備に使用する場合は予備機を必ず準備してくださ

い。ファンの故障により酸欠・温度上昇などのおそれがあり

ます。 

 

重要設備（コンピュータ冷却設備・クリーンルーム設備など）

に使用する場合は予備機を必ず準備してください。ファン故障

により、設備に重大な影響を与えるおそれがあります。 

 

ファン製造時の切削油、プレス油、ゴムの離型剤、異物など

が取扱い気体に混入しますので設備によっては十分清掃を行

い、異物がないことを確認後ご使用ください。 

 

 

■標準仕様 

標   準   仕   様 

番  手 NO.1 3/4 NO.2 

取 扱 気 体 

※１ 
清浄空気 －10～40℃  湿度 0～85％ 

構 造 羽 根 車 多 翼 形 

材 料 ケーシング 

羽 根 車 
溶融亜鉛めっき鋼板 

消音ボックス 
外面：溶融亜鉛めっき鋼板 

内部：吸音材（グラスウール）・密度40Ｋ付 

電動機 

※２ 

※３ 

種   類 特殊フランジ形 

相 三相 

電   圧 ２００V 

形   式 全 閉 形 

速   調 １   速 

設 置 方 法 天 井 吊  

設 置 場 所 

屋内  周囲温度 －10～40℃（凍結なきこと） 

相対湿度85％以下（結露なきこと） 

標高1000ｍ以下 

清浄空気の雰囲気であること 
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※１ 清浄空気とは、爆発性・引火性・腐食性・有毒ガス・油煙・水蒸気・塩分および粉塵などはなく、一般の換気に

使用する空気のことを示します。  

※２ 本製品の電動機はファン専用の電動機です。インバータでのご使用が困難な場合がありますので、インバータで

駆動される場合は、当社までお問い合わせください。 

※３ 定格周波数で、電源電圧変動±５％以下の範囲での、定格トルク（出力）で連続的に運転して実用上支障ありま

せん。（実用上支障：寿命が著しく短縮する程度にはいたらないが、特性〈電流値、回転速度など〉と温度上昇

〈巻線温度上昇、軸受温度〉は、定格状態の規定値から外れる場合があります。）また、電源電圧変動±10％以下

でのご使用は、実用上支障はありませんが、長時間運転は行わないでください。 
 

 
注意 

定格電源電圧以外では、使用しないでください。電動機の寿

命が短くなることがあります。 

また、火災や感電の原因になることがあります。 

 

 

■特別附属品 

特 別 附 属 品 
防振ゴム 

 

 

５ 据 付  
 

 

警告 

電気設備技術基準、内線規程、建築基準法および適用する法

規に従って正しく施工してください。 

 

吊り上げる前に外形図、カタログなどから質量及び形状を確

認し安全に作業してください。 

 

天井吊り形以外での、吊り上げ状態での使用および部品の取

付け作業は危険ですので絶対に行わないでください。落下の

危険があります。 

 

高所作業を行う場合は、足場を準備してください。不安定な

作業は、落下しケガの原因になります。 

 

 

１．据付位置 

 

注意 

このファンは屋内仕様です。ファン本体や電動機に水をかけ

ないでください。感電や火災の原因になります。 

 

油煙の多いところには設置しないでください。 

火災の原因になることがあります。 

 

常に水滴などのかかるところには設置しないでください。感

電や漏電の原因になります。 

 

外気など新鮮な空気の取入れに使用する場合はダクトの吸込

み口から燃焼ガスなどを吸込まない位置に設置してくださ

い。酸欠状態となり重大な事故の原因になります。 

 

高温や直接炎等が当たる場所には設置しないでください。 

発熱・発火の原因になることがあります。 

 

点検修理を考慮した天井点検口を設けられない場所には、ファン

を設置しないでください。点検口がない場合、点検作業ができな

いばかりでなく、火災や事故発生時の被害が大きくなります。 

 

点検時や施工時には手袋やヘルメットなどの保護具を着用し

てください。ケガの原因になります。 
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（１）このファンは、屋内設置用です。 

（２）なるべく風通しのよいほこりや湿気の少ないところを選んでください。 

（３）ファンの点検修理を行えるスペースを考慮し、かつ保守点検に便利な場所をお選びください。 

 （点検スペースはファンの大きさによっても異なりますが、おおむね□600mm以上としてください。） 

（４）ファンの周囲には、点検修理の際に障害になる配管や他の機器を設置しないでください。 

（５）関係者以外の人がファンに近づけぬよう囲いを設けるなどの対策を施してください。 
 

注 記 
据付後、不要になりました梱包箱等の処分は専門業者へ依頼してくださ

い。 

 

２．据 付 

① 天井にあらかじめ埋め込まれた天井吊りボルトなどにより、上下方向を確認のうえファンを水平に

吊り、ボルト全部に均等に荷重がかかるように取り付けてください。 

② 吊りボルトは十分な強度のもの（ボルト自身および埋め込み状態ともに）を用意ください。 

③ 据付け後、天井吊ボルトにはゆるみ止め（ダブルナット）を行ってください。 

④ ファンの両側、上下方向には、点検のために十分な空間（少なくともファン上部600㎜程度、ファ

ン周囲600㎜程度）をあけて据付願います。各ボルトに均等な力がかかるようにナット位置を調整

してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-1 据付方法（天吊り） 

 

 

 

 

 

A部詳細

<防振ゴムなしの場合の据付例> <防振ゴム付きの場合の据付例>

防振ゴム（特別附属品）

天井吊ボルト（客先手配）

ダブルナット（客先手配）

平座金（客先手配）

送風機本体部

天井吊ボルト（客先手配）

ダブルナット（客先手配）

平座金（客先手配）

ナット（客先手配）

平座金（客先手配）

送風機本体部

風方向風方向

端子箱
点検口

”A"　部
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３．ダクト配管 
 

 

警告 

ファンやダクトの吸込み口・吐き出し口の近くには物を置か

ないでください。送風量が低下し、換気不足による酸欠の原

因になります。 

 

ファンやダクトの吸込み口は紙や布などが吸込まれやすい位

置に設置しないてください。吸込み口に紙や布などが付着す

ると送風量が低下し、換気不足により酸欠の原因になりま

す。 

 

メタルラス、ワイヤラス、または金属板張りの木造造営物に

金属製ダクトを貫通する場合、メタルラス、ワイヤラス、金

属板とダクトは電気的に絶縁してください。感電・漏電によ

る火災の原因になります。 

 

開放の吸込み口には、保護金網をつけてください、運転時、

人や物が吸込まれ、ケガの原因になります。 

 

 

（１）本機の取り扱い気体は、清浄空気です。厨房のように、油ダストや水滴の入ることが予想される場

合には、ご使用できません。 

（２）消音ボックスと吸込・吐出しダクトとは附属の相フランジを介して接続してください。ダクト及び

ダクトと消音ボックスの接続部からの透過音防止のため、管巻き等の遮音工事を行うことをお勧め

します。 

ダクトの口径は、消音ボックスの相フランジの面積に合ったサイズのものを選定してください。消音

ボックスの口径（面積）とダクトの口径（面積）が極端に異なる場合には騒音が発生したり、所定の

性能が確保されない場合があります。特に吸込側のダクトには直管部（少なくともダクト口径の２倍

以上）を設けるとともに、消音ボックス吸込み口でダクトの急な曲がりによって気流が絞られること

のないようにご注意ください。 

（３）ファンとダクトを接続する前に、ダクト内およびファンの内部を点検し、ウエス（布）・工具など

の異物がないことを必ず確認してください。それらがある場合には、取り除いてください。 

また、ダクト接続前に羽根車を手回し、内部あたりがなく、軽く回転することを確認してください。 

（４）ダクトの吸込み口や大気を直接吸込むファンの吸込み口には、フィルタ（客先手配）や金網(客先

手配)を取り付け、異物がファンに吸込まれないようにしてください。また、壁との隙間は、ファ

ンの吸込み口径（吸込面積相当）以上としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図３ 配管方法例（吸込側・吐出し側とも） 

 

風方向

端子箱
点検口

角ダクト　

アルミテープ等
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図４ 配管上の注意点 
 
 

（５）ファン吸込み側直前にはダンパや急な曲がりや急縮小の配管・偏流を発生させる配管は行わない

でください。性能低下や騒音増大だけでなく偏流の影響による軸受けの早期磨耗や羽根車破損な

ど思わぬ故障の原因となります。また、偏流の影響で電流値が大きくなり過負荷運転となる場合

があります。ファン吐き出し直後の曲がり等も、同様に計画以上の性能低下（ファン直後の風速

は均一でないため圧力損失が均一な風速で計算した圧力損失より大きくなる）や不安定な運転状

態（流れが乱れているため抵抗が安定せずファン運転点が変動する）の原因となります。 

（ファンの吸込み側、吐き出し側ともダクトに直管部を少なくとも口径（フランジ面積相当）の2倍以

上設けてください。） 

（６）停止中に逆風を受けますと逆転します。逆風を受ける場合は、吐き出し側に逆止弁（チェッキダン 

パーなど）を設置してください。逆転中に始動しますと始動時間が長くなったり、逆風に負けてフ 

ァンが逆回転したままとなり、ロック電流が流れた状態がつづく場合があります。 

 

４．電気配線 
 

 

警告 

配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って、正しく行

ってください。誤った配線工事は、感電や火災の恐れがあり

ます。 

 

アース線を確実に取り付け、接地工事は必ず行ってくださ

い。故障や漏電のときに感電する恐れがあります。 

 

感電防止のため、専用の漏電遮断機を設置してください。 
 

電動機の配線前に絶縁抵抗計（DC500Vメガー）を用いて絶縁

抵抗を測定して、電動機リード線とアース間が1MΩ以上ある

ことを確認してから配線を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

開放されてい るファンの開口部：金網付に する（客先手配）

吸込み口を開放して使用す
る場合は吸込み部の形状を
ベ ルマウス形状に し、
金網を付け る

吐出し側を開放して使用する
場合も金網を付け る

風 方 向

端子箱
点検口
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注意 
 

正規の回転方向であることを確認してください。誤った方向

であると、火災や事故の原因になります。 

 

三相電動機の場合、電動機端子３本が１本でもゆるんだり外

れたりしていないか確認してください。端子２本で運転する

と欠相運転となり、電動機が焼損します。 

 

電源電線は、途中で接続したり延長コードの使用・他の電気

器具とのタコ足配線をしないでください。感電や発熱・火災

の原因になります。 

 

電源電線は、破損したものを使用したり、加工しないでくだ

さい。感電・火災の原因になります。また、重たいものを乗

せたり、加熱したり、引っ張ったりすると破損の原因になり

ます。 

 

 

注 記 

本製品の電動機はファン専用電動機です。インバータでのご使用が困難な

場合があります。インバータで駆動される場合は、当社までお問い合わせ

ください。 

接続する電源電線は、速結端子台部に張力が加わらないように必ず固定を

してください。 

 

（１）配線は、二台運転型の場合は、図５－１と図６－１を参照してください。 

三台運転型の場合は、図５－２と図６－２を参照してください。 

なお、アース端子部にはアースシールがついております。必ずアースを取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１ 結線方法 （二台運転型）    図６－１ 回転方向（ファン吐出し口から見て） 

 

 

 

 

 

 

 

結線図（ 二台運転型）

Ｔ

Ｒ

Ｓ

モ ー タ

モ ー タ

黒

白
赤

黒

白

赤

速結端子
＊

中継端子

フ ァ ン内部 アース端子

接地
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図５－２ 結線方法 （三台運転型）    図６－２ 回転方向（ファン吐出し口から見て） 

 

三相機種の場合、逆回転の場合は図５－１または図５－２の電源のＲとＴを入れ替えてください。 

 
 

注 記 

200Ｖ機種の電動機には温度ヒューズが内蔵されています。誤配線・異電

圧・高温空気で使用・過負荷運転など電動機の温度が上昇すると温度ヒュ

ーズが作動し、ファンは停止しますが再起動はできません。 

銘板の定格電流にあったモータブレーカーなどを設置してください。 

 

（２）開閉器を入れる前に次の点を調べてください。 

（ａ）ヒューズ又はモータブレーカーは適切なものが入っているか。 
 

 

注意 

電動機は定格を超える負荷をかけると電動機を焼損させる原

因になりますので、銘板の定格電流にあったモータブレーカ

などを設置してください。 

 

送風機の場合は、機器の慣性モーメントが一般の機器と比べ

て大きい場合がありますので、電動機の始動特性と始動時間

を考慮して、保護装置を選定してください。保護特性が合わ

ない場合、始動時に保護装置が作動する場合があります。 

 

 

（ｂ）配線は間違いないか。 

（ｃ）接地（アース）は確実に施工してあるのか。 

（３）停電の場合は必ず電源のスイッチを切ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ

Ｒ

Ｓモ ー タ

黒

白
赤

＊

モ ー タ

黒

白

赤

速結端子

中継端子

ファ ン内部 アー ス端子

接地

モ ー タ

黒

白

赤

中継端子

結線図（ 三台運転型）

絶縁ビニ ルシース ケーブル
平型専用（ＶＶＦ）
φ1.6、 φ2.0
（先端15mm皮むき した 物）
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６ 運 転  

 

 

  警 告 

頻繁な始動停止はさけてください。羽根車等の早期破損により重

大な事故につながる恐れがあります。また、ベルト・プーリ・軸

受及び電動機等回転体の早期摩耗、劣化の恐れがあります。 

 

 

１．始動する前に 

（１）羽根車の手回しが可能な場合は、羽根車を手回しし、内部にあたりがなく軽く回転することをご確

認ください。 

ダクトが接続されている場合は、つぎの寸動での確認を行ってください。 

２．運 転 

（１）ダンパを閉じ、スイッチを１、２度入り切りして内部あたりなどの異常がないことをご確認くださ

い。また、このとき、図６－１、６－２に示す回転方向をご確認ください。三相機種で逆回転のと

きは電源のＲとＴを入れ替えて直してください。 

（２）規定回転速度に達したら徐々にダンパを開き連続運転に入ります。 

 

注 記 
締切運転は、内部電動機の冷却効果が損なわれ、電動機の温度が上昇しま

すので、15分程度にとどめてください。 

 

（３）電流、騒音、音など（その他 ７ 保守参照）に異常がないかご確認ください。特に低温の空気を

取り扱う場合は、常温空気の場合に比べ電流値が増加しますのでご注意ください。 

（４）運転を停止するときは、ダンパを徐々に閉じてからファンを停止させてください。 

（５）２回目以降の運転は、７ 保守の項を参照し、異常がなければ直ちに運転できます。 

（６）運転中の点検事項、長期休止時の注意事項などは ７ 保守の項をご参照ください。 

 

注 記 
設備に適した送風量で運転してください。 

（過小、過大風量での運転は騒音、振動の原因となります。また、無駄な

電力を消費することになります。） 
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７ 保 守 ・ 点 検  
 

 

警告 

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、修理・改造は行

わないでください。感電・発火また異常動作してけがをする

ことがあります。 

 

点検・修理の際は必ずスイッチを切るとともに電源を遮断

し、羽根車が停止していることを確かめてから行ってくださ

い。急にファンが始動したり惰性や風をうけて回転し、けが

をすることがあります。 

 

停電の場合は必ず電源のスイッチを切ってください。復電のと

きにファンが急に始動し、けがの原因になることがあります。 
 

長期間ご使用にならない場合は、電源スイッチを切ってくださ

い。絶縁劣化すると感電や漏電の・火災の原因となります。 
 

ファンの吸込み口に近づかないでください。衣服などが吸込

まれけがの原因になります。 
 

ファンの吸込み口・吐出し口から指や棒などを入れないでく

ださい。また、衣服が巻き込まれないようにしてください。

ファンの内部で羽根車が回転していますので、けがの原因に

なります。 

 

ファンの吸込み口・吐出し口付近にはものを置かないでくだ

さい。また運転中は、近づかないでください。吸込まれた

り、飛ばされたりして、けがの原因になります。 

 

 

注意 

ファンが動かなくなったり、異常がある場合は、事故防止のた

め、すぐ電源スイッチを切り、ご注文先、または当社に必ず点

検・修理をご依頼ください。 

 

濡れた手でスイッチを操作しないでください。感電の原因に

なることがあります。 
 

電動機に触れないでください。高温になっていますのでやけ

どの原因になります。 
 

取り扱い気体が高温の場合はファンに触れないでください。

高温になっていますのでやけどの原因になります。 
 

点検時や施工時には手袋やヘルメットなどの保護具を着用し

てください。けがの原因になります。 
 

 

１．日常点検 

（１）電流、振動、騒音、圧力などが平常と異なる場合は事故の前兆ですので ８ 故障の原因と対策の

項を参照し、早めに処置することが大切です。そのために運転日誌をつけてください。 

点検項目：①正常に運転しているか。ブレーカが作動していないか。 

②電流値に異常はないか。 

③異常振動･異常音が発生していないか。（発生している場合は振動･騒音測定を実施。） 

④風量や圧力が少なくなってないか。（吸い込みが悪くなったなど） 

⑤異臭が発生してないか。 
 

注 記 ファンの標準性能表は当社にて用意していますのでご用命ください。 
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（２）ファンが正常で、据付･ダクト工事が正しく施工されている場合の振動の基準値はBOX内部の電動機

の振動値が 

   防振装置を使用していない場合：振動速度 6mm/s以下 

   防振装置を使用している場合：振動速度 10mm/s以下 

   としております。 

   （同じ測定方法で数箇所測定し、振動値のレベルが大きく異なる場合は、平均値で評価します。） 

振動や音が大きい（または平常時の値が変わった）場合は、ダクト配管の無理、取り付けボルトの

ゆるみ、羽根車へのダスト付着、異物の吸込みなどの原因が考えられますので、点検してください。 

（３）低温の空気を吸込む場合、常温空気の場合に比べ電流が増加しますのでご注意ください。 

 

２．ファンの運転 

（１）ファンは１日８～１０時間の連続運転を基準としています。頻繁な始動停止はファン・電動機を早

くいためますのでさけてください。なお、試運転時など短時間のみ始動を繰り返す場合は、始動頻

度を次のようにおさえてください。 
 

始動頻度 １時間に６回以下 

 

（２）停電の場合は、必ず電源のスイッチを切ってください。復電時にファンが急に始動し危険です。 

 

３．定期点検の注意 

 

 

 

注意 

ファンの内部と羽根車にダストが溜まると送風量が低下し、換

気不足の酸欠の原因になります。また、発熱・発火の原因にな

ることがあります。ダストが溜まらないように定期的に清掃し

てください。 

 

 

羽根車にほこりが付着した状態で運転をつづけると、電動機の

冷却効果の低下および羽根車アンバランスにより電動機の温度

が上昇し軸受等が早期に破損し、故障の原因となります。定期

的に羽根車の清掃をしてください。 

 

 

定期点検は、少なくとも１年に１度は行ってください。点検内容は、前記１．に日常の点検項目（電

流・振動・騒音・圧力・風量）の他に、特に次の点に注意をしてください。 

（１）羽根車やファン内部の・外部の清掃・錆止めなどの補修をしてください。 

（２）ダクトやフィルタなどの点検・清掃も適時行ってください。 

（３）絶縁抵抗が低下していないか確認してください。 

   絶縁抵抗計（DC500Vメガー）で絶縁抵抗を測定し、電動機リード線とアース間が１ＭΩ以上ある

こと。 

（４）吊りボルトのナットやファン本体のボルト・配線部などに緩みがないか確認してください。 

（５）防振ゴムが付いている場合は、ゴムに亀裂や割れ・ヘタリがないか確認してください。 
 

注 記 
電動機の軸受寿命はご使用条件によって変わりますが、一般的には約20000

時間程度となります。電動機から異常な音などが確認された場合は、電動

機を交換してください。 
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４．ファンの長期運転停止時と保管 

（１）予備のファンがある場合は、時々運転し、いつでも使用可能な状態にしておいてください。 

（２）休止中・保管中は電源を必ず遮断してください。 

（３）湿度の高い場所や水や異物・ほこり等の浸入する恐れがあるところで保管する場合は、シート等で

覆い除湿材を中に入れてください。 

ダクトを接続した状態で保管する場合は、ダクト内にほこりやごみ・異物が侵入しないように（特

に外気からの侵入）ダクト開口部を閉鎖することをお勧めします。 

ファンをダクトから外して保管する場合は、温度変化や湿気の少ない風通しの良い屋内で保管して

ください。 

（４）ファンは保管前に一度清掃し、定期的に保管状態を確認してください。 

ほこりの付着・汚れがある場合は、必要に応じて補修・清掃を行ってください。 

（５）長期間（３ヶ月以上）運転休止した場合には、運転前に下記の点検・確認を行ってから運転してく

ださい。運転の際は、 ６ 運転の項目をご参照ください。 

 

運転前の確認 

  ①絶縁抵抗計(DC500Vメガー)で絶縁抵抗を測定し、電動機リード線とアース間が１ＭΩ以上あること。 

  ②電源側（電圧・周波数）が正常であること。 

  ③羽根車の手回しが可能な場合、手回しを行い異常音がなく軽く回転すること。 

   ダクト等が接続されている場合は、寸動を行い内部あたりや異常音がないこと。 

  ④ネジのゆるみ・思わぬ破損箇所など外観上異常がないこと。 

  ⑤その他、ダクトの状態（異物の混入・ほこりの堆積・腐蝕など）・ダンパ・フィルタなど配管系統や 

電源系統に異常がないこと。 

 

なお、３ヶ月に１回は軸受保護のため、羽根車を手回し・寸動、または電源による５分間程度の運転を

行ってください。（長期間停止の場合、軸受内部の油膜形成が不十分となり錆発生や外部振動による傷発

生の可能性があるため） 
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８ 故障の原因と対策  
 

 

故障の現象  

 

 

故障の原因 

 

風

量

不

足 

電

動

機

過

負

荷 

逆
流
（
流
れ
の
方
向
逆
） 

振

動

過

大 

騒

音

過

大 

対    策 

１．基礎が弱い    ○ ○ 基礎の補強 

２．ダクト配管不良 ○   ○ ○ ダクト配管の点検、修理 

３．ダクト配管への振動伝達    〇  伸縮管の取付け 

４．抵抗過多 〇   ○ 〇
ダクト配管再検討、電動機 

または、ファン取替え 

５．抵抗過少     ○
ダクト配管再検討、ダンパ絞

り 

６．回転方向反対 〇     電動機の結線を入れ替える 

７．回転速度不足 ○     電源電圧の確認 

８．回転体と静止部の接触  〇  〇 〇 分解修理 

９．異物混入・異物付着 ○ ○  ○ ○ 内部点検、異物除去 

10．ファン取付方向反対   ○   取付方向を正しく直す 

11．据付不良    ○ ○ 据付の確認 

12．空気温度が仕様より高い    〇  このファンの仕様外です。 

直ちに運転を中止し、ファン

を取替えてください 13．空気温度が仕様より低い  〇   〇

14．一台または二台の電動機の

停止 
○ ○    電動機を修理 

15．電動機の故障  〇  〇  電動機を修理 

16．電源関係の異常  〇    点検、修理 

 

ファンの故障の現象が同じでも原因や対策が異なることがあります。また故障の原因が２つ以上重なる

こともあります。 

上の表で原因や対策がわからない場合は、直ちに運転を止め、ご注文先にお問合せください。正しい対

策を施すまで運転しないでください。故障のまま運転を続けると重大な事故につながることがあります

ので、ご注意ください。 
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９ 構    造  

１．断面図 

本図は、大風量型SMCU型の代表を示すものであり、機種により本図と多少異なるものもあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜吐出側から見た場合＞ 

 

図７ 断面図（三台運転型の例） 

 

２．附属品 

相フランジ（吸込み、吐き出し共通）―――２個 

 
 

注 記 
構成部品の材料を明記した図面を当社にて用意していますので、ご用命く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

（標準付属品）

羽根車

羽根車ハブ

端子箱カバー

ケーシング側板
（電動機側）

ケーシング側板
（吸込側）

電動機

電動機台

吸音材

吸込コーン

送風機固定板

吸込相フランジ

（標準付属品）

吸音材固定具

風方向 風方向

点検板

下板

吸込補強骨

側板

吐出板

吐出し相フランジ 
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10 分 解 ・ 組 立  
 

 

警告 

修理技術者以外の人は、絶対に分解および修理・改造は行わ

ないでください。 

感電・発火または異常動作したりしてけがをすることがあり

ます。 

 

分解・修理の際は必ず電源スイッチを切り電源を遮断し、羽

根車が回っていないことを確かめてから行ってください。急

にファンが起動したり、惰性や風をうけて回転したりしてい

ることがあり、けがをすることがあります。 

 

 

１．分 解 

下記に分解の手順を示します。本ファンは標準仕様ですが、特殊仕様のものもありますので注意して読

んでください。また、図８、９を参考にしながら、作業を行ってください。 

（１）電源を確実に切り、必ず手袋を着用し、作業中の安全を確保してから着手してください。 

天吊り形で高所作業を行うときはしっかりとした足場を準備し、安全に作業してください。 

（２）端子箱カバーを外し、速結端子台の電源側からの線を外してください。この時、確実に電源が切れ

ていることを確認してから作業をしてください。…図８－１参照 

（３）点検口蓋を外してください。このときは、電動機のケーブルに力が加えないようにしてください。

…図８－１参照（速結端子台は、外さないでください。） 

（４）電動機台固定用ねじ、吸込みコーン固定用ねじを外してください。このねじを全て外しますと内蔵

ファンが取り外すことができます。モータは重いので、点検口蓋が下向きの場合は、必ずモータを

支えて、ねじを全て外します。とくに、最後のねじを外す際は、内蔵ファンが急に外れ動きますの

で注意してください。また、取り外しの際は羽根車などを傷つけないように注意してください。 

…図８－２参照 

（５）内蔵ファンの羽根車を外す際は、羽根車固定用ねじ（M１０軸ナット）が羽根車についていますの

で、緩めて外してください。…図９参照（羽根車は、傷つけないように注意してください。） 

（６）内蔵ファンの電動機を外す場合は、（５）にて羽根車を外し、吸込みコーンを外した状態で、電動

機固定用ねじを外してください。…図９参照 

■羽根車固定用ねじ： 

NO.1 3/4 ＮＯ.2 → M10 Uナット（フリクションリング付きナット）＋M10座金 

■その他の固定ねじサイズ：下表による 

    

番手 端子箱カバー固定ねじ 中継子箱台固定ねじ 点検口蓋固定ねじ 

NO.1 3/4 M4 十字穴付タッピンねじ3個 M4 十字穴付タッピンねじ3個 M5 十字穴付タッピンねじ 6個

NO.2 M4 十字穴付タッピンねじ3個 M4 十字穴付タッピンねじ3個 M5 十字穴付タッピンねじ 7個
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番手 電動機台固定用ねじ 吸込みコーン固定用ねじ 電動機固定用ねじ 

NO.1 3/4 
M6 十字穴付小ねじ4個 

M6 平座金 
M5 十字穴付タッピンねじ4個 M8 六角ボルト 4個 

NO.2 
M6 十字穴付小ねじ4個 

M6 平座金 
M5 十字穴付タッピンねじ4個 M8 六角ボルト 4個 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８-１ ファン点検口開放方法 

 

 

 

 

 

3 .点検口蓋ねじ を外す

2 .端子カ バー また は中
継端子カ バー を外す

端子カ バー

中継端子カ バー

中継端子カ バー

1.ネジ を 外す（三箇所）

4.点検口蓋ねじ を外す

点検口蓋の裏側に電動機の配線とわ
たり配線が固定され ています ので、
注意して 、 蓋を外して ください 。
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図８-２ 内部ファン点検方法             図９ 内蔵ファンの分解図 

（分解の要因に応じて、図８-１と図８－２の手順１～７に従って分解してください。） 

 (内蔵ファンは、重いので、取り外し･分解の際は羽根車･電動機をぶつけないよう注意してください。) 

 

２．組  立 

組立は、分解の手順の逆の手順で行います。組み立てるときは次の点に注意してください。また、５ 

据付、７ 保守の項を併せて参照ください。 

・ 電動機に羽根車を組み付け時、セットビスまたはナットの締め付けを確実に行ってください。 

・ 吸込コーンと羽根車の隙間が均一になるように組立てください。羽根車と吸込コーンが接触して

いないことを必ず確認してください。 

・消音ボックス内に入れる時、羽根車に傷をつけたり、ぶつけたりしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ． ネジ を外す。

（吸込みコー ン固定用：４ 箇所）

７ ． ネジ を外す。

（電動機台固 定用　 下側：２ 箇所）

６ ． ネジ を外す。
（電動機台固 定用　 上側：２ 箇所）

ＮＯ .２ 　 とＮＯ .　 13/4場合

電動機台

Ｕナット

平座金
羽根車

電動機

電動機固定ねじ

歯付座金　又は　平座金

吸込コーン

電動機リード線
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11 保 証  

当社はこのファンについて次の保証をいたします。ただし、当該保証は日本国内で使用される場合に限りま

す。 

（１）この製品の保証期間は納入の日から１ヶ年間といたします。 

（２）保証期間中、正常なご使用にも拘らず当社の設計・工作等の不備により故障、破損が発生した場合

は、故障破損個所を無償修理いたします。この場合、当社は修理部品代および修理のための技術員

の派遣費用を負担いたしますが、その他の費用は免除させて頂きます。 

（３）ただし、以下の故障・破損の修理は有償とさせていただきます。 

（ａ）保証期間経過後の故障・破損 

（ｂ）正常でないご使用、または保存による故障、破損 

（ｃ）火災、天災、地変等の災害および不可抗力による故障、破損 

（ｄ）当社指定品以外の部品をご使用の場合の故障、破損 

（ｅ）当社、および当社指定店以外の修理、改造による故障、破損 

（４）保証についての当社の責任は、上記の無償修理に限られるものとし、その他の費用の負担、障害に

ついての責任は免除させていただきます。 

（５）修理用部品の保有期間は、製造中止後７年間です。 

 

 

12 修理･アフターサービス  

お買い上げのファンの修理・保守は、ご注文先、または当社にご用命ください。この製品の使用中に異常を

感じたときは、直ちに運転を停止して故障か否かを点検してください。 

（ ８ 故障の原因と対策をご参照ください。） 

故障の場合は、すみやかに本取扱説明書末尾記載の当社窓口へ、ご連絡してください。ご連絡の際、銘板記

載事項（製造番号、機名など）と故障（異常）の状況をお知らせください。 
 

注 記 
据付後、不要となりました梱包材及び点検、修理などで廃品となりました

潤滑油脂類、部品などは専門業者へその処置を依頼してください。 

 

その他に、お買い上げ製品について不明な点がありましたら、ご遠慮なくお問い合わせください。 
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